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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、赤色を表示するための第１入力画像信
号、緑色を表示するための第２入力画像信号、及び、青色を表示するための第３入力画像
信号に基づいて、赤色を表示する第１副画素、緑色を表示する第２副画素、青色を表示す
る第３副画素、及び、白色を表示する第４副画素が２次元マトリクス状に配列されて成る
画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成装置であって、
　第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号の値に基づいて色空間
上の位置を算出する色空間変換部、
　算出した色空間上の位置に基づいて彩度低下量を算出する彩度低下量算出部、
　算出した彩度低下量に基づいて彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号
、及び、第３入力画像信号を出力する彩度制御部、及び、
　彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に基
づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画素を駆動する信号を生成
する多原色信号生成部、
を備えており、
　色空間変換部は、第１入力画像信号Ｒin、第２入力画像信号Ｇin、及び、第３入力画像
信号ＢinをＨＳＶ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出し、
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＶ色信号におけるＶ値とＳ値とに基づいて、
Ｖ値およびＳ値が１に近づくほど彩度を下げるように彩度低下量ＧSを算出し、
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　彩度制御部は、以下の式に基づいて、彩度を変化させた第１入力画像信号Ｒin´、第２
入力画像信号Ｇin´、及び、第３入力画像信号Ｂin´を出力する、
信号生成装置。

【請求項２】
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、赤色を表示するための第１入力画像信
号、緑色を表示するための第２入力画像信号、及び、青色を表示するための第３入力画像
信号に基づいて、赤色を表示する第１副画素、緑色を表示する第２副画素、青色を表示す
る第３副画素、及び、白色を表示する第４副画素が２次元マトリクス状に配列されて成る
画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成装置であって、
　第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号の値に基づいて色空間
上の位置を算出する色空間変換部、
　算出した色空間上の位置に基づいて彩度低下量を算出する彩度低下量算出部、
　算出した彩度低下量に基づいて彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号
、及び、第３入力画像信号を出力する彩度制御部、及び、
　彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に基
づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画素を駆動する信号を生成
する多原色信号生成部、
を備えており、
　色空間変換部は、第１入力画像信号Ｒin、第２入力画像信号Ｇin、及び、第３入力画像
信号ＢinをＨＳＬ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出し、
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＬ色信号におけるＬ値とＳ値とに基づいて、
Ｌ値およびＳ値が１に近づくほど彩度を下げるように彩度低下量ＧSを算出し、
　彩度制御部は、以下の式に基づいて、彩度を変化させた第１入力画像信号Ｒin´、第２
入力画像信号Ｇin´、及び、第３入力画像信号Ｂin´を出力する、
信号生成装置。

【請求項３】
　多原色信号生成部は、以下の式に基づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及
び、第４副画素を駆動する信号Ｒout、信号Ｇout、信号Ｂout、信号Ｗoutを生成する、
請求項１または請求項２に記載の信号生成装置。
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　但し、第１副画素、第２副画素、及び、第３副画素による白色輝度Ｌrgbと、第４副画
素の白色輝度ＬWは、符号「ａ」を所定の係数として、ＬW＝ａ・Ｌrgbといった関係にあ
るとし、また、上記の式における符号「ｂ」は、第４副画素への変換割合を表す係数であ
り、０ないし１のレンジを持つものとする。
【請求項４】
　赤色を表示する第１副画素、緑色を表示する第２副画素、青色を表示する第３副画素、
及び、白色を表示する第４副画素が２次元マトリクス状に配列されて成る画像表示部、並
びに、
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、赤色を表示するための第１入力画像信
号、緑色を表示するための第２入力画像信号、及び、青色を表示するための第３入力画像
信号に基づいて、画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成部、
を備えており、
　信号生成部は、
　第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号の値に基づいて色空間
上の位置を算出する色空間変換部、
　算出した色空間上の位置に基づいて彩度低下量を算出する彩度低下量算出部、
　算出した彩度低下量に基づいて彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号
、及び、第３入力画像信号を出力する彩度制御部、及び、
　彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に基
づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画素を駆動する信号を生成
する多原色信号生成部、
を備えており、
　色空間変換部は、第１入力画像信号Ｒin、第２入力画像信号Ｇin、及び、第３入力画像
信号ＢinをＨＳＶ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出し、
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＶ色信号におけるＶ値とＳ値とに基づいて、
Ｖ値およびＳ値が１に近づくほど彩度を下げるように彩度低下量ＧSを算出し、
　彩度制御部は、以下の式に基づいて、彩度を変化させた第１入力画像信号Ｒin´、第２
入力画像信号Ｇin´、及び、第３入力画像信号Ｂin´を出力する、
画像表示装置。

【請求項５】
　赤色を表示する第１副画素、緑色を表示する第２副画素、青色を表示する第３副画素、
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及び、白色を表示する第４副画素が２次元マトリクス状に配列されて成る画像表示部、並
びに、
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、赤色を表示するための第１入力画像信
号、緑色を表示するための第２入力画像信号、及び、青色を表示するための第３入力画像
信号に基づいて、画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成部、
を備えており、
　信号生成部は、
　第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号の値に基づいて色空間
上の位置を算出する色空間変換部、
　算出した色空間上の位置に基づいて彩度低下量を算出する彩度低下量算出部、
　算出した彩度低下量に基づいて彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号
、及び、第３入力画像信号を出力する彩度制御部、及び、
　彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に基
づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画素を駆動する信号を生成
する多原色信号生成部、
を備えており、
　色空間変換部は、第１入力画像信号Ｒin、第２入力画像信号Ｇin、及び、第３入力画像
信号ＢinをＨＳＬ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出し、
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＬ色信号におけるＬ値とＳ値とに基づいて、
Ｌ値およびＳ値が１に近づくほど彩度を下げるように彩度低下量ＧSを算出し、
　彩度制御部は、以下の式に基づいて、彩度を変化させた第１入力画像信号Ｒin´、第２
入力画像信号Ｇin´、及び、第３入力画像信号Ｂin´を出力する、
画像表示装置。

【請求項６】
　多原色信号生成部は、以下の式に基づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及
び、第４副画素を駆動する信号Ｒout、信号Ｇout、信号Ｂout、信号Ｗoutを生成する、
請求項４または請求項５に記載の画像表示装置。

　但し、第１副画素、第２副画素、及び、第３副画素による白色輝度Ｌrgbと、第４副画
素の白色輝度ＬWは、符号「ａ」を所定の係数として、ＬW＝ａ・Ｌrgbといった関係にあ
るとし、また、上記の式における符号「ｂ」は、第４副画素への変換割合を表す係数であ
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り、０ないし１のレンジを持つものとする。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、信号生成装置、信号生成プログラム、信号生成方法、及び、画像表示装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、カラー表示の画像表示装置において、高輝度化などを図るために、赤色を表示す
る赤色副画素、緑色を表示する緑色副画素、青色を表示する青色副画素の３つの副画素に
加えて、例えば白色を表示する白色副画素を加えるといったことが行われている。
【０００３】
　白色副画素を備えるカラー表示の画像表示装置にあっては、無彩色やその近傍の色を表
示する場合は明るい表示が可能であるが、高彩度の色を表示する場合は相対的に暗い表示
とならざるを得ない。換言すれば、表示可能な色域は、明度が高いほど狭くなる。
【０００４】
　これに対し、通常、カメラなどで取得される映像信号は、彩度とは無関係に最大値が定
められている。従って、このような映像信号に基づいて、白色副画素を備えるカラー表示
の画像表示装置で画像を表示しようとすると、彩度が高くかつ明るい表示がされるべき部
分は、彩度と明るさとが相対的に低下した表示となる。
【０００５】
　このような表示状態を改善するために、例えば、特表２００９－５２０２４１号公報（
特許文献１）には、映像信号の彩度を一律に低下させることで明度低下を補償するといっ
たことが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特表２００９－５２０２４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　引用文献１に開示された技術にあっては、低い明度の画像を表示する場合にも画像の彩
度が低下するので、表示される画像の色域が縮小してしまう。また、高い明度の画像を表
示する場合に、明度低下の補償が十分ではないといった現象が生ずる。
【０００８】
　従って、本開示の目的は、低い明度の画像を表示する場合には彩度の高い画像が表示で
き、高い明度の画像を表示する場合に、明度低下の補償を十分なものとすることができる
、信号生成装置、信号生成プログラム、及び、信号生成方法、並びに、画像表示装置を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するための本開示の信号生成装置は、
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、第１原色を表示するための第１入力画
像信号、第２原色を表示するための第２入力画像信号、及び、第３原色を表示するための
第３入力画像信号に基づいて、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２
副画素、第３原色を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素が２次元
マトリクス状に配列されて成る画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成装置であっ
て、
　画素に対応する第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号が画像
表示部において表示できる色の再現範囲を超える表示をする信号である場合には第１入力
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画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に対して彩度を低下させる処理を
行い、それらの信号に基づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画
素を駆動する信号を生成する、
信号生成装置である。
【００１０】
　また、上記の目的を達成するための本開示の信号生成プログラムは、
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、第１原色を表示するための第１入力画
像信号、第２原色を表示するための第２入力画像信号、及び、第３原色を表示するための
第３入力画像信号に基づいて、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２
副画素、第３原色を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素が２次元
マトリクス状に配列されて成る画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成装置におい
て実行されることにより、
　画素に対応する第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号が画像
表示部において表示できる色の再現範囲を超える表示をする信号である場合には第１入力
画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に対して彩度を低下させる処理を
行い、それらの信号に基づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画
素を駆動する信号を生成する、
信号生成プログラムである。
【００１１】
　また、上記の目的を達成するための本開示の信号生成方法は、
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、第１原色を表示するための第１入力画
像信号、第２原色を表示するための第２入力画像信号、及び、第３原色を表示するための
第３入力画像信号に基づいて、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２
副画素、第３原色を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素が２次元
マトリクス状に配列されて成る画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成方法であっ
て、
　画素に対応する第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号が画像
表示部において表示できる色の再現範囲を超える表示をする信号である場合には第１入力
画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に対して彩度を低下させる処理を
行い、それらの信号に基づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画
素を駆動する信号を生成する、
信号生成方法である。
【００１２】
　また、上記の目的を達成するための本開示の画像表示装置は、
　第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色を表示する
第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素が２次元マトリクス状に配列されて成
る画像表示部、並びに、
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、第１原色を表示するための第１入力画
像信号、第２原色を表示するための第２入力画像信号、及び、第３原色を表示するための
第３入力画像信号に基づいて、画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成部、
を備えており、
　信号生成部は、
　画素に対応する第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号が画像
表示部において表示できる色の再現範囲を超える表示をする信号である場合には第１入力
画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に対して彩度を低下させる処理を
行い、それらの信号に基づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画
素を駆動する信号を生成する、
画像表示装置である。
【発明の効果】
【００１３】
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　本開示に係る画像表示装置および画像表示装置の駆動方法、並びに、信号生成装置、信
号生成プログラムおよび信号生成方法によれば、白色副画素を有効に用いた状態で画像が
表示される。これにより、低い明度の画像を表示する場合には彩度の高い画像が表示でき
、高い明度の画像を表示する場合に、明度低下の補償を十分なものとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る画像表示装置の概念図である。
【図２】図２は、色空間変換部の構成を説明するための模式的なブロック図である。
【図３】図３Ａは、入力映像信号のＨＳＶ色空間を説明するための模式図である。図３Ｂ
は、画像表示部が表示可能なＨＳＶ色空間を説明するための模式図である。
【図４】図４は、彩度を低下させることで明度が向上することを説明するための模式図で
ある。
【図５】図５は、彩度低下量算出部が備えるＬＵＴの動作を説明するための模式図である
。
【図６】図６は、彩度低下を固定的に行う場合と動的に行う場合との相違を説明するため
の模式図である。
【図７】図７は、画素に対応する第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力
画像信号が画像表示部において表示できる色の再現範囲を超える表示をする信号である場
合と超えない表示をする信号である場合とにおける、第１副画素、第２副画素、第３副画
素、及び、第４副画素を駆動する信号を生成する際の動作を説明するための模式図である
。
【図８】図８は、色空間変換部の他の構成例を説明するための模式的なブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して、実施形態に基づき本開示を説明する。本開示は実施形態に限定
されるものではなく、実施形態における種々の数値や材料は例示である。以下の説明にお
いて、同一要素または同一機能を有する要素には同一符号を用いることとし、重複する説
明は省略する。尚、説明は、以下の順序で行う。
１．本開示に係る信号生成装置、信号生成プログラム、信号生成方法、及び、画像表示装
置、全般に関する説明
２．第１の実施形態、その他
【００１６】
［本開示に係る信号生成装置、信号生成プログラム、信号生成方法、及び、画像表示装置
、全般に関する説明］
【００１７】
　本開示の信号生成装置、本開示の信号生成プログラムが実行される信号生成装置、本開
示の画像表示装置に用いられる信号生成装置（以下、これらを単に、本開示の信号生成装
置と呼ぶ場合がある）にあっては、
　第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号の値に基づいて色空間
上の位置を算出する色空間変換部、
　算出した色空間上の位置に基づいて彩度低下量を算出する彩度低下量算出部、
　算出した彩度低下量に基づいて彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号
、及び、第３入力画像信号を出力する彩度制御部、及び、
　彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に基
づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画素を駆動する信号を生成
する多原色信号生成部、
を備えている構成とすることができる。
【００１８】
　本開示に用いられる画像表示部（以下、これらを単に、本開示の画像表示部と呼ぶ場合
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がある）にあっては、方式は特に限定するものではない。例えば、画像表示部は、動画の
表示に適したものであってもよいし、静止画の表示に適したものであってもよい。画像表
示部は、例えば、エレクトロルミネッセンス表示装置のような自発光方式であってもよい
し、液晶表示装置のように、透過型方式あるいは反射型方式であってもよい。
【００１９】
　画像表示部の画素（ピクセル）の値として、ＶＧＡ（６４０，４８０）、Ｓ－ＶＧＡ（
８００，６００）、ＸＧＡ（１０２４，７６８）、ＡＰＲＣ（１１５２，９００）、Ｓ－
ＸＧＡ（１２８０，１０２４）、Ｕ－ＸＧＡ（１６００，１２００）、ＨＤ－ＴＶ（１９
２０，１０８０）、Ｑ－ＸＧＡ（２０４８，１５３６）の他、（１９２０，１０３５）、
（７２０，４８０）、（１２８０，９６０）等、画像表示用解像度の幾つかを例示するこ
とができるが、これらの値に限定するものではない。
【００２０】
　上述した好ましい構成の本開示の信号生成装置にあっては、
　第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青色であり、
　色空間変換部は、第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号をＨ
ＳＶ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出する、
構成とすることができる。この場合において、彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳ
Ｖ色信号におけるＶ値とＳ値とに基づいて彩度低下量を算出する構成とすることができる
。
【００２１】
　あるいは又、上述した好ましい構成の本開示の信号生成装置にあっては、
　第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青色であり、
　色空間変換部は、第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号をＨ
ＳＬ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出する、
構成とすることもできる。この場合において、彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳ
Ｌ色信号におけるＬ値とＳ値とに基づいて彩度低下量を算出する構成とすることができる
。
【００２２】
　上述した各種の好ましい構成を含む本開示の信号生成装置にあっては、
　彩度制御部は、算出された彩度低下量に基づいて、第１入力画像信号、第２入力画像信
号、及び、第３入力画像信号の値に所定の演算処理を施すことによって、彩度を変化させ
た第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号を出力する、
構成とすることができる。
【００２３】
　本開示の画像表示部にあっては、第４の色は白色である構成とすることができる。但し
、これに限定するものではなく、第４の色は、その他、例えば、イエロー、シアンあるい
はマゼンダとすることもできる。
【００２４】
　本開示に用いられる信号生成部や信号生成装置は、例えば、演算回路や記憶装置から構
成することができる。これらは、周知の回路素子等を用いて構成することができる。信号
生成部や信号生成装置は、例えば、ハードウェアによる物理的な結線に基づいて動作する
といった構成であってもよいし、プログラムに基づいて動作するといった構成であっても
よい。
【００２５】
　信号生成処理の処理は、入力映像信号をリアルタイムに処理するといった構成とするこ
とができる。尚、場合によっては、非リアルタイムに処理するといった構成とすることも
できる。例えば、記憶手段に保存された入力映像信号のデータに対して順次処理を行い、
処理済の信号データを記憶手段に保存し、ユーザーの要求に応じて処理済の信号データを
読み出すといった構成とすることもできる。
【００２６】
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　彩度低下量算出部は、例えば、色空間変換部のＨＳＬ色信号におけるＬ値とＳ値とに基
づいてルックアップテーブル（ＬＵＴ）を参照するといった構成とすることもできるし、
あるいは、Ｌ値とＳ値を引数とする関数を用いて演算処理を行うといった構成とすること
もできる。
【００２７】
　本明細書に示す各種の条件は、厳密に成立する場合の他、実質的に成立する場合にも満
たされる。例えば、「赤色」とは実質的に赤色として認識されれば足り、「緑色」とは実
質的に緑色として認識されれば足りる。「青色」や「白色」についても同様である。設計
上あるいは製造上生ずる種々のばらつきの存在は許容される。
【００２８】
［第１の実施形態］
　第１の実施形態は、本開示に係る信号生成装置、信号生成プログラム、信号生成方法、
及び、画像表示装置に関する。
【００２９】
　図１は、第１の実施形態に係る画像表示装置の概念図である。
【００３０】
　第１の実施形態に係る画像表示装置１は、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を
表示する第２副画素、第３原色を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副
画素２２が２次元マトリクス状に配列されて成る画像表示部２０と、画像表示部２０を駆
動する信号を生成する信号生成部（信号生成装置）１０とを備えている。
【００３１】
　画像表示部２０は、例えば、有機エレクトロルミネッセンスパネルといった、電流駆動
型の発光部を備えた自発光の表示パネルから構成されている。
【００３２】
　第１の実施形態おいて、第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青
色であり、第４の色は白色である。画像表示部２０の、第１原色を表示する第１副画素、
第２原色を表示する第２副画素、第３原色を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示
する第４副画素を、それぞれ、符号２２R、符号２２G、符号２２B、符号２２Wで表す。画
像表示部２０の画素２２は、第１副画素２２R、第２副画素２２G、第３副画素２２B、第
４副画素２２Wの組から構成されている。画素２０がマトリクス状に配列されて成る表示
領域を符号２１で示した。
【００３３】
　説明の都合のため、第１副画素２２R、第２副画素２２G、及び、第３副画素２２Bによ
る白色色度（ｘ，ｙ）と、第４副画素２２Wによる白色色度（ｘ，ｙ）とは同一であると
する。また、第１副画素２２R、第２副画素２２G、及び、第３副画素２２Bによる白色輝
度Ｌrgbと、第４副画素２２Wの白色輝度ＬWは、符号「ａ」を所定の係数として、ＬW＝ａ
・Ｌrgbといった関係にあるとする。
【００３４】
　また、画像表示部２０にあっては、白表示は専ら第４副画素２２Wを利用して行われる
ものとし、第４副画素２２Wにおける設計上の最大光量は、第１副画素２２R、第２副画素
２２G、及び、第３副画素２２Bが全て設計上の最も明るく発光したとしたときの白表示の
最大光量の２倍であるとする。換言すれば、ＬW＝２・Ｌrgbといった関係にあるとする。
【００３５】
　信号生成部１０には、表示すべき画像の各画素に対応して、外部から入力画像信号が供
給される。説明の都合上、外部から入力される入力画像信号は、例えば９ビットのＲＧＢ
方式の線形の信号であるとする。信号生成部１０から出力される信号は、例えば８ビット
の線形の信号であるとする。尚、画像表示部２０などが所定のガンマ特性を持っている場
合などには、非線形性を考慮して適宜補正を行えばよい。
【００３６】
　信号生成部１０は、表示すべき画像の画素に対応する第１入力画像信号、第２入力画像
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信号、及び、第３入力画像信号が画像表示部２０において表示できる色の再現範囲を超え
る表示をする信号である場合には第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力
画像信号に対して彩度を低下させる処理を行い、それらの信号に基づいて、第１副画素２
２R、第２副画素２２G、第３副画素２２B、及び、第４副画素２２Wを駆動する信号を生成
する。信号生成部１０は、図示せぬ記憶手段に格納されている信号生成プログラムに基づ
いて動作する。
【００３７】
　赤色表示用の第１入力画像信号を符号Ｒin、緑色表示用の第２入力画像信号を符号Ｇin

、青色表示用の第３入力画像信号を符号Ｂinと表す。信号Ｒin，Ｇin，Ｂinは、表示すべ
き画像の輝度に応じて０から５１１の間の値をとる。ここでは、値が［０］のときが最小
輝度であり、値が［５１１］のときが最大輝度であるとする。また、以下の説明において
、第１入力画像信号Ｒin、第２入力画像信号Ｇin、第３入力画像信号Ｂinを纏めて、入力
画像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinと表す場合がある。
【００３８】
　信号生成部１０の構成について説明する。信号生成部１０は、
　第１入力画像信号Ｒin、第２入力画像信号Ｇin、及び、第３入力画像信号Ｂinの値に基
づいて色空間上の位置を算出する色空間変換部１１、
　算出した色空間上の位置に基づいて彩度低下量を算出する彩度低下量算出部１２、
　算出した彩度低下量に基づいて彩度を変化させた第１入力画像信号Ｒin’、第２入力画
像信号Ｇin’、及び、第３入力画像信号Ｂin’を出力する彩度制御部１３、及び、
　彩度を変化させた第１入力画像信号Ｒin’、第２入力画像信号Ｇin’、及び、第３入力
画像信号Ｂin’に基づいて、第１副画素２２R、第２副画素２２G、第３副画素２２B、及
び、第４副画素２２Wを駆動する信号を生成する多原色信号生成部１４、
を備えている。
【００３９】
　信号生成部１０の動作の概要について説明する。ＲＧＢ方式の入力画像信号Ｒin，Ｇin

，Ｂinは、色空間変換部１１と彩度制御部１３とに入力される。色空間変換部１１は、入
力映像信号Ｒin，Ｇin，ＢinをＲＧＢ色空間からＨＳＶ色空間に変換する。彩度低下量算
出部１２では、入力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinから求めたＳ値およびＶ値に応じて彩度低
下ゲインを算出する。
【００４０】
　彩度制御部１３では、彩度低下ゲインを用いて入力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinの彩度を
低下させる演算を行う。このようにして彩度を低下させた映像信号は、多原色変換部１４
へ入力される。多原色変換部１４では、ＲＧＢ色空間の信号を多原色空間の信号に変換す
る処理を行う。
【００４１】
　尚、色空間変換部１１は入力映像信号Ｒin，Ｇin，ＢinをＲＧＢ色空間からＨＳＬ色空
間に変換し、彩度低下量算出部１２では、入力映像信号Ｒin，Ｇin，ＢinのＳ値およびＬ
値に応じて彩度の低下ゲインを算出する構成とすることもできる。
【００４２】
　以下、信号生成部１０の構成や動作について詳しく説明する。
【００４３】
　図２は、色空間変換部の構成を説明するための模式的なブロック図である。
【００４４】
　色空間変換部１１は、第１入力画像信号Ｒin、第２入力画像信号Ｇin、及び、第３入力
画像信号ＢinをＨＳＶ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出する。
【００４５】
　色空間変換部１１は、最大値算出部１１１、最小値算出部１１２、及び、Ｓ値算出部１
１３から成る。入力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinは、最大値算出部１１１と最小値算出部１
１２とに入力され、最大値算出部１１１によってそれらの最大値ＭＡＸ＝ｍａｘ（Ｒin，
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Ｇin，Ｂin）が算出され、最小値算出部１１２によって最小値ＭＩＮ＝ｍｉｎ（Ｒin，Ｇ

in，Ｂin）が算出される。関数ｍａｘ（）は引数の最大値を与える関数であり、関数ｍｉ
ｎ（）は引数の最小値を与える関数である。
【００４６】
　最大値算出部１１１は、最大値ＭＡＸをＶ値として算出する。また、Ｓ値算出部１１３
は、最大値ＭＡＸと最小値ＭＩＮとに基づいて、Ｓ値を以下の式（１）のように算出する
。
【００４７】

【００４８】
　彩度低下量算出部１２は、色空間変換部１１のＨＳＶ色信号におけるＶ値とＳ値とに基
づいて彩度低下量を算出する。具体的には、Ｓ値に乗算する彩度低下ゲインを算出する。
彩度低下ゲインは、所定のルックアップテーブルを参照することで算出される。
【００４９】
　図３ないし図５を参照して、彩度低下ゲインを算出するルックアップテーブルの構成に
ついて説明する。
【００５０】
　図３Ａは、入力映像信号のＨＳＶ色空間を説明するための模式図である。図３Ｂは、画
像表示部が表示可能なＨＳＶ色空間を説明するための模式図である。
【００５１】
　入力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinは、表示すべき画像の輝度に応じて０から５１１の間の
値をとる。従って、入力映像信号のＨＳＶ色空間は、図３Ａのような円筒状となる。
【００５２】
　一方、上述したように、画像表示部２０にあっては、白表示は専ら第４副画素２２Wを
利用して行われ、また、第４副画素２２Wにおける設計上の最大光量は、第１副画素２２R

、第２副画素２２G、及び、第３副画素２２Bが全て設計上の最も明るく発光したとしたと
きの白表示の最大光量の２倍である。従って、彩度が低い画像については、第４副画素２
２Wを利用することによって明るい表示が可能である。しかしながら、彩度が高い画像に
なるほど第４副画素２２Wの動作を抑えざるを得ない。結果として、画像表示部２０が表
示可能なＨＳＶ色空間の形状は、下半分は円筒状であるが、上半分は概ね切頭円錐状とな
る。
【００５３】
　図３Ａと図３Ｂとを対比して明らかなように、図３Ｂに示す色空間は、図３Ａに示す色
空間よりも狭い。入力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinに基づくＨＳＶ色空間における位置が図
３Ｂに示す色空間に含まれない場合、その信号は画像表示部２０において表示できる色の
再現範囲を超える表示をする信号となる。
【００５４】
　入力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinに基づくＳ値とＶ値を符号Ｓinと符号Ｖinとで表す。入
力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinが画像表示部２０において表示できる色の再現範囲を超える
表示をする信号である場合、図４に示すように、符号Ｓinを小さくすることでＨＳＶ色空
間における位置が図３Ｂに示す色空間により近づくようにすれば、画像の彩度は低下する
ものの、画像の明度の低下を補償することができる。
【００５５】
　図５に示すように、彩度低下量算出部１２が参照するルックアップテーブルは、入力映
像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinに基づくＳ値およびＶ値が１に近づくほど、彩度を下げるような
係数が算出されるように設定されている。Ｓ値が概ね０．５以下の場合やＶ値が概ね０．
５以下の場合には、Ｓ値を下げる必要はないので算出される係数は「１」である。
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【００５６】
　尚、彩度低下量算出部１２が参照するルックアップテーブルは、例えば、実機を用いた
実験などによって決定することもできるし、色空間の形状などに基づいて理論的に決定す
ることもできる。
【００５７】
　彩度制御部１３は、算出された彩度低下量に基づいて、第１入力画像信号Ｒin、第２入
力画像信号Ｇin、及び、第３入力画像信号Ｂinの値に所定の演算処理を施すことによって
、彩度を変化させた第１入力画像信号Ｒin’、第２入力画像信号Ｇin’、及び、第３入力
画像信号Ｂin’を出力する。
【００５８】
　具体的には、算出された彩度低下ゲインは彩度制御部１３に入力され、入力映像信号Ｒ

in，Ｇin，Ｂinの彩度制御が実施される。彩度制御は、以下の式（２）のように行われる
。
【００５９】

【００６０】
　符号Ｇｓは、ＨＳＶ色空間で算出された彩度低下量（彩度低下ゲイン）を示す。上記の
式（２）によれば、演算前後で色相Ｈと明度Ｖを変えずに、彩度ＳをＧｓ倍に変化させる
ことができる。
【００６１】
　以上のようにして彩度制御を施し、彩度を変化させた入力映像信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂ

in’が得られる。
【００６２】
　そして、多原色算出部１４で、入力映像信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂin’に基づいて、第１
副画素２２R、第２副画素２２G、第３副画素２２B、及び、第４副画素２２Wを駆動する信
号を生成する。
【００６３】
　例えば、図６の破線に示すように、入力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinの明度を考慮せずに
一律に彩度を低下させるといった処理を行うと、本来もっと明るい表示が可能であるにも
かかわらず、画像の明度が落ちるといったことが起こる。
【００６４】
　これに対し、第１の実施形態にあっては、入力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinが画像表示部
２０において表示できる色の再現範囲を超えない場合には、彩度の高い画像が表示でき、
入力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinが画像表示部２０において表示できる色の再現範囲を超え
る場合には、明度低下の補償を十分なものとすることができる。
【００６５】
　次いで、多原色算出部１４の動作について説明する。
【００６６】
　多原色算出部１４には、入力映像信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂin’が入力され、第１副画素
２２R、第２副画素２２G、第３副画素２２B、及び、第４副画素２２Wを駆動する信号Ｒou

t，Ｇout，Ｂoutが出力される。説明の都合上、信号Ｒout，Ｇout，Ｂoutは、８ビットの
信号であるとする。
【００６７】
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　信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂin’から信号Ｒout，Ｇout，Ｂoutへの変換式は、以下の式（
３.１）ないし（３.４）で表される。
【００６８】
　尚、計算の結果、信号Ｒout，Ｇout，Ｂoutが８ビットを超える場合には、値は８ビッ
トの最大値（２５５）に丸められ、信号Ｒout，Ｇout，Ｂoutが負値となる場合には、８
ビットの最小値（０）に丸められる。
【００６９】

【００７０】
　上記の式における符号「ｂ」は、第４副画素２２W（白画素）への変換割合を表す係数
であり、０ないし１のレンジを持つ。ｂ＝０のとき、第４副画素２２Wへの変換割合は０
で最小、ｂ＝１で最大となる。符号「ａ」は既に説明したように、ＬW＝ａ・Ｌrgbといっ
た関係を示す係数である。
【００７１】
　ａ＝２、ｂ＝１といった場合には、上記の式（３.１）ないし（３.４）は、以下の式（
４.１）ないし（４.４）で表される。
【００７２】

【００７３】
　動作説明の都合上、入力映像信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂin’が画像表示部２０において表
示できる色の再現範囲を超える場合の例と超えない場合の例について説明する。
【００７４】
　図７に示す信号Ａは、入力映像信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂin’が画像表示部２０において
表示できる色の再現範囲を超える場合の例を示す。また、図７に示す信号Ｂは、入力映像
信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂin’が画像表示部２０において表示できる色の再現範囲を超える
場合の例を示す。
【００７５】
　入力映像信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂin’が信号Ａ（５１１，０，０）のとき、上記の式（
４.１）ないし（４.４）から、Ｗout，Ｒout，Ｇout，Ｂoutの値は、以下の式（５．１）
ないし（５．４）のように表される。
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【００７６】
　　　Ｗout＝１・ｍｉｎ（５１１／２，０／２，０／２）
　　　　　 ＝０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５．１）
　　　Ｒout＝５１１－２・０
　　　　　 ＝５１１　→　２５５に丸め　　　　　　　　　　（５．２）
　　　Ｇout＝０－２・０
　　　　　 ＝０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５．３）
　　　Ｂout＝０－２・０
　　　　　 ＝０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５．４）
【００７７】
　入力映像信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂin’が信号Ｂ（２５６，１２８，１２８）のとき、上
記の式（４.１）ないし（４.４）から、Ｗout，Ｒout，Ｇout，Ｂoutの値は、以下の式（
６．１）ないし（６．４）のように表される。
【００７８】
　　　Ｗout＝１・ｍｉｎ（２５６／２，１２８／２，１２８／２）
　　　　　 ＝６４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６．１）
　　　Ｒout＝２５６－２・６４
　　　　　 ＝１２８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６．２）
　　　Ｇout＝１２８－２・６４
　　　　　 ＝０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６．３）
　　　Ｂout＝１２８－２・６４
　　　　　 ＝０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６．４）
【００７９】
　また、ａ＝１、ｂ＝０．５といった場合には、上記の式（３.１）ないし（３.４）は、
以下の式（７.１）ないし（７.４）で表される。
【００８０】

【００８１】
　入力映像信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂin’が信号Ａ（５１１，０，０）のとき、上記の式（
７.１）ないし（７.４）から、Ｗout，Ｒout，Ｇout，Ｂoutの値は、以下の式（８．１）
ないし（８．４）のように表される。
【００８２】
　　　Ｗout＝０．５・ｍｉｎ（５１１／２，０／２，０／２）
　　　　　 ＝０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８．１）
　　　Ｒout＝５１１－１・０
　　　　　 ＝５１１　→　２５５に丸め　　　　　　　　　　（８．２）
　　　Ｇout＝０－１・０
　　　　　 ＝０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８．３）
　　　Ｂout＝０－１・０
　　　　　 ＝０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８．４）
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【００８３】
　入力映像信号Ｒin’，Ｇin’，Ｂin’が信号Ｂ（２５６，１２８，１２８）のとき、上
記の式（７.１）ないし（７.４）から、Ｗout，Ｒout，Ｇout，Ｂoutの値は、以下の式（
９．１）ないし（９．４）のように表される。
【００８４】
　　　Ｗout＝０．５・ｍｉｎ（２５６／２，１２８／２，１２８／２）
　　　　　 ＝３２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９．１）
　　　Ｒout＝２５６－１・３２
　　　　　 ＝２２４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９．２）
　　　Ｇout＝１２８－１・３２
　　　　　 ＝９６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９．３）
　　　Ｂout＝１２８－１・３２
　　　　　 ＝９６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９．４）
【００８５】
　以上、この発明の実施形態について具体的に説明したが、この発明は、上述の実施形態
に限定されるものではなく、この発明の技術的思想に基づく各種の変形が可能である。
【００８６】
　例えば、色空間変換部１１は入力映像信号Ｒin，Ｇin，ＢinをＲＧＢ色空間からＨＳＬ
色空間に変換し、彩度低下量算出部１２では、入力映像信号Ｒin，Ｇin，ＢinのＳ値およ
びＬ値に応じて彩度の低下ゲインを算出する構成とすることもできる。

【００８７】
　図８は、色空間変換部の他の構成例を説明するための模式的なブロック図である。
【００８８】
　この構成例は、図２で説明した色空間変換部１１１に、更に、Ｌ値計算部１１４を加え
た構成である。最大値算出部１１１、最小値算出部１１２、及び、Ｓ値算出部１１３の動
作は、図２を参照して説明したので、説明を省略する。
【００８９】
　Ｌ値計算部１１４は、入力映像信号Ｒin，Ｇin，Ｂinの値と、輝度比係数Ｌｒ，Ｌｇ，
Ｌｂとに基づいて、Ｌ値の値を以下の式（１０）に基づいて算出する。
【００９０】

【００９１】
　そして、彩度制御は、以下の式（１１）のように行われる。
【００９２】

【００９３】
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　上式に従えば、演算前後で色相Ｈと輝度Ｌを変えずに、彩度Ｓを以下の式（１２）のよ
うに変換することが可能である。符号Ｓoutは処理後の彩度の値、符号Ｓinは処理前の彩
度の値である。
【００９４】

【００９５】
　また、実施形態の説明においては、彩度低下量の計算においてＨ値（色相値）を考慮し
ていないが、これを考慮して計算をする構成とすることもできる。
【００９６】
　尚、本開示の技術は以下のような構成も取ることができる。
［１］
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、第１原色を表示するための第１入力画
像信号、第２原色を表示するための第２入力画像信号、及び、第３原色を表示するための
第３入力画像信号に基づいて、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２
副画素、第３原色を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素が２次元
マトリクス状に配列されて成る画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成装置であっ
て、
　画素に対応する第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号が画像
表示部において表示できる色の再現範囲を超える表示をする信号である場合には第１入力
画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に対して彩度を低下させる処理を
行い、それらの信号に基づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画
素を駆動する信号を生成する、
信号生成装置。
［２］
　第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号の値に基づいて色空間
上の位置を算出する色空間変換部、
　算出した色空間上の位置に基づいて彩度低下量を算出する彩度低下量算出部、
　算出した彩度低下量に基づいて彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号
、及び、第３入力画像信号を出力する彩度制御部、及び、
　彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に基
づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画素を駆動する信号を生成
する多原色信号生成部、
を備えている、
上記［１］に記載の信号生成装置。
［３］
　第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青色であり、
　色空間変換部は、第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号をＨ
ＳＶ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出する、
上記［２］に記載の信号生成装置。
［４］
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＶ色信号におけるＶ値とＳ値とに基づいて彩
度低下量を算出する、
上記［３］に記載の信号生成装置。
［５］
　第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青色であり、
　色空間変換部は、第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号をＨ
ＳＬ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出する、



(17) JP 6551230 B2 2019.7.31

10

20

30

40

50

上記［２］に記載の信号生成装置。
［６］
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＬ色信号におけるＬ値とＳ値とに基づいて彩
度低下量を算出する、
上記［５］に記載の信号生成装置。
［７］
　彩度制御部は、算出された彩度低下量に基づいて、第１入力画像信号、第２入力画像信
号、及び、第３入力画像信号の値に所定の演算処理を施すことによって、彩度を変化させ
た第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号を出力する、
上記［２］ないし［６］のいずれかに記載の信号生成装置。
［８］
　第４の色は白色である、
上記［１］ないし［７］のいずれかに記載の信号生成装置。
［９］
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、第１原色を表示するための第１入力画
像信号、第２原色を表示するための第２入力画像信号、及び、第３原色を表示するための
第３入力画像信号に基づいて、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２
副画素、第３原色を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素が２次元
マトリクス状に配列されて成る画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成装置におい
て実行されることにより、
　画素に対応する第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号が画像
表示部において表示できる色の再現範囲を超える表示をする信号である場合には第１入力
画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に対して彩度を低下させる処理を
行い、それらの信号に基づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画
素を駆動する信号を生成する、
信号生成プログラム。
［１０］
　信号生成装置は、
　第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号の値に基づいて色空間
上の位置を算出する色空間変換部、
　算出した色空間上の位置に基づいて彩度低下量を算出する彩度低下量算出部、
　算出した彩度低下量に基づいて彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号
、及び、第３入力画像信号を出力する彩度制御部、及び、
　彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に基
づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画素を駆動する信号を生成
する多原色信号生成部、
を備えている、
上記［９］に記載の信号生成プログラム。
［１１］
　第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青色であり、
　色空間変換部は、第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号をＨ
ＳＶ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出する、
上記［１０］に記載の信号生成プログラム。
［１２］
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＶ色信号におけるＶ値とＳ値とに基づいて彩
度低下量を算出する、
上記［１１］に記載の信号生成プログラム。
［１３］
　第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青色であり、
　色空間変換部は、第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号をＨ
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ＳＬ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出する、
上記［１０］に記載の信号生成プログラム。
［１４］
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＬ色信号におけるＬ値とＳ値とに基づいて彩
度低下量を算出する、
上記［１３］に記載の信号生成プログラム。
［１５］
　彩度制御部は、算出された彩度低下量に基づいて、第１入力画像信号、第２入力画像信
号、及び、第３入力画像信号の値に所定の演算処理を施すことによって、彩度を変化させ
た第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号を出力する、
上記［１０］ないし［１４］のいずれかに記載の信号生成プログラム。
［１６］
　第４の色は白色である、
上記［９］ないし［１５］のいずれかに記載の信号生成プログラム。
［１７］
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、第１原色を表示するための第１入力画
像信号、第２原色を表示するための第２入力画像信号、及び、第３原色を表示するための
第３入力画像信号に基づいて、第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２
副画素、第３原色を表示する第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素が２次元
マトリクス状に配列されて成る画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成方法であっ
て、
　画素に対応する第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号が画像
表示部において表示できる色の再現範囲を超える表示をする信号である場合には第１入力
画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に対して彩度を低下させる処理を
行い、それらの信号に基づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画
素を駆動する信号を生成する、
信号生成方法。
［１８］
　第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青色であり、
　第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号をＨＳＶ色信号に変換
することによって色空間上の位置を算出する、
上記［１７］に記載の信号生成方法。
［１９］
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＶ色信号におけるＶ値とＳ値とに基づいて彩
度低下量を算出する、
上記［１８］に記載の信号生成方法。
［２０］
　第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青色であり、
　第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号をＨＳＬ色信号に変換
することによって色空間上の位置を算出する、
上記［１７］に記載の信号生成方法。
［２１］
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＬ色信号におけるＬ値とＳ値とに基づいて彩
度低下量を算出する、
上記［２０］に記載の信号生成方法。
［２２］
　算出された彩度低下量に基づいて、第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３
入力画像信号の値に所定の演算処理を施すことによって、彩度を変化させた第１入力画像
信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号を出力する、
上記［１７］ないし［２１］のいずれかに記載の信号生成方法。
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［２３］
　第４の色は白色である、
上記［１７］ないし［２２］のいずれかに記載の信号生成方法。
［２４］
　第１原色を表示する第１副画素、第２原色を表示する第２副画素、第３原色を表示する
第３副画素、及び、第４の色を表示する第４副画素が２次元マトリクス状に配列されて成
る画像表示部、並びに、
　表示すべき画像の各画素に対応して供給される、第１原色を表示するための第１入力画
像信号、第２原色を表示するための第２入力画像信号、及び、第３原色を表示するための
第３入力画像信号に基づいて、画像表示部を駆動する信号を生成する信号生成部、
を備えており、
　信号生成部は、
　画素に対応する第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号が画像
表示部において表示できる色の再現範囲を超える表示をする信号である場合には第１入力
画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に対して彩度を低下させる処理を
行い、それらの信号に基づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画
素を駆動する信号を生成する、
画像表示装置。
［２５］
　第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号の値に基づいて色空間
上の位置を算出する色空間変換部、
　算出した色空間上の位置に基づいて彩度低下量を算出する彩度低下量算出部、
　算出した彩度低下量に基づいて彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号
、及び、第３入力画像信号を出力する彩度制御部、及び、
　彩度を変化させた第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号に基
づいて、第１副画素、第２副画素、第３副画素、及び、第４副画素を駆動する信号を生成
する多原色信号生成部、
を備えている、
上記［２４］に記載の画像表示装置。
［２６］
　第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青色であり、
　色空間変換部は、第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号をＨ
ＳＶ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出する、
上記［２５］に記載の画像表示装置。
［２７］
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＶ色信号におけるＶ値とＳ値とに基づいて彩
度低下量を算出する、
上記［２６］に記載の画像表示装置。
［２８］
　第１原色、第２原色、第３原色は、それぞれ、赤色、緑色、青色であり、
　色空間変換部は、第１入力画像信号、第２入力画像信号、及び、第３入力画像信号をＨ
ＳＬ色信号に変換することによって色空間上の位置を算出する、
上記［２５］に記載の画像表示装置。
［２９］
　彩度低下量算出部は、色空間変換部のＨＳＬ色信号におけるＬ値とＳ値とに基づいて彩
度低下量を算出する、
上記［２８］に記載の画像表示装置。
［３０］
　彩度制御部は、算出された彩度低下量に基づいて、第１入力画像信号、第２入力画像信
号、及び、第３入力画像信号の値に所定の演算処理を施すことによって、彩度を変化させ
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上記［２５］ないし［２９］のいずれかに記載の画像表示装置。
［３１］
　第４の色は白色である、
上記［２５］ないし［３０］のいずれかに記載の画像表示装置。
【符号の説明】
【００９７】
１・・・画像表示装置、１０・・・信号生成部（信号生成装置）、２０・・・画像表示部
、２１・・・表示領域、２２・・・画素、２２R・・・第１副画素、２２G・・・第２副画
素、２２B・・・第３副画素２２W・・・第４副画素、１１１・・・最大値算出部、１１２
・・・最小値算出部、１１３・・・Ｓ値算出部、１１４・・・Ｌ値算出部、Ｒin，Ｒin’
・・・第１入力画像信号、Ｇin，Ｇin’・・・第２入力画像信号、Ｂin，Ｂin’・・・第
３入力画像信号

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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